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１．研究題目 

女性のライフステージにあわせた市民検診の利用啓発 

～大宮医師会乳がん・子宮がん検診委員会協働事業～ 

２．背景と目的 

さいたま市においては住民の健康維持、がん早期発見のために各種健診・検診が計画さ

れ、大宮医師会は実施医療機関として担当している。これらの活動はそれぞれ一定の成果

をあげており、大宮医師会では毎年大宮医学会総会の場において各種健診・検診結果の成

果や反省点について検討を行っている。しかしながら、受診者に健診・検診への理解を深

めてもらい、より広く利用していただくための、広報周知活動という面では改善の余地が

あるのではないかと考えている。 



 受診者に対して担当医からの直接的アプローチがあってしかるべきであり、さらに健

診・検診の未受診者や暫く受けていない人に対する何らかの方策を工夫する必要があると

考えている。 

 そして広報周知活動に広がりをもたせるためには、担当施設間の連携もまた必要ではな

いかと考えている。つまり、ある健診・検診を行った担当医が受診者に直接他種類の健

診・検診の受診を勧めることでより成果が上がるのではないだろうか。 

本事業は大宮医師会乳がん検診委員会と子宮がん検診委員会とで協働し周知活動を行う

ための資料作成や適切な啓発方法を開発することを目的とする。 

我々はともに女性を対象とする健診・検診業務を担っている。乳がんは女性が最も多く

罹患する悪性疾患であり、マンモグラフィ検診での偽陰性対策としてのブレスト・アウェ

アネスの重要性が叫ばれているものの広く周知されるには至っていない。さらに閉経後乳

がん患者の増加とともに、罹患年齢の山が 60 歳台から 70 歳台へと変化しているにも関わ

らず、ともすれば若年世代の癌で「高齢者には乳がんは少ない」と思い込んでいる受診者

も医療従事者も少なくない。 

子宮頸がんは 20 歳台からの発症があり、検診が勧められているものの検診受診率は低

く、さらに子宮頸がんワクチン接種の普及に至っては OECD 諸国で最低レベルである。現

在キャッチアップ接種が推奨されているもの丁寧な説明による啓発が必要である。 



また、若年世代を対象とした女性のヘルスチェックは健診機会の少ない年代で、かつ妊

孕性維持に重要と思われる項目がカバーされているが、残念ながらその点での広報は余り

なされておらず利用者数が少ないのが現実である。 

そして健診・検診を受診した女性からその娘世代、若年世代へと伝わる機会をつくるこ

ともまた重要だと考える。 

これら若年から壮年まで各ライフステージにおいて市民検診・健診はカバーされてお

り、これをより多くの女性に伝え利用促進と健康維持につなげていきたいと考えている。 

３．準備作業 

 本研究は外科と婦人科という異なる診療科同志での協働作業で、大宮医師会として初め

ての試みであり先ず研究体制の構築から開始した。 

2023 年末から乳がん検診委員会、子宮がん検診委員会それぞれの担当理事（甲斐・林）

の打ち合わせ会議の後、両委員会に諮り賛同を得て担当者（研究者）を選定した。 

これら審査結果通知前までに「乳がん検診委員会」１回、「子宮がん検診委員会」１

回、研究予定者の「打ち合わせ会議」４回、「研究者全体での会議」４回、「研究者のう

ち Web 担当者の会議」を２回行った。 

審査結果通知後の 2024 年 6 月 5 日大宮医師会内の「乳がん検診・子宮がん検診担当施

設」を対象とした文書を配布（別添資料１）、6 月 26 日 Web 説明会を開催し、7 月 15日

から検診受診者に対するチラシ配布を開始した。 

４．対象と方法 



対象は 7 月から 12 月までにさいたま市乳がん検診、子宮がん検診を受けた受診者。乳

がん検診受診者数 6,680 人、子宮頸がん検診受診者数 10,486 人である。 

受診者には約３週間後の対面での結果説明時に担当医からチラシを手渡しし啓発内容を

説明した。 

作成したチラシは両面印刷で（別添資料２、３）、内容は①乳がん検診、②ブレスト・

アウェアネス、③子宮頸がん検診、④子宮頸がんワクチンの説明、⑤女性のヘルスチェッ

クの概略を含むもので、詳細は二次元バーコードからホームページに誘導し詳細情報を提

供するようにした。 

ホームページは Google site を利用し乳がん検診関連（別添資料４、５、６）と子宮がん

検診関連（別添資料７）、HPV ワクチン関連（別添資料８）、女性のヘルスチェック関連

（別添資料９）を作成した。また、若年者、スマートフォン利用者のためのインスタグラ

ムも作成した（別添資料 10）。 

受診者への説明は、乳がん検診受診者には主に②、③、④、⑤を、子宮がん検診受診者

には主に①、②、④、⑤を説明するようにした。 

また、インターネット接続が難しい受診者など紙媒体での情報提供を求める人を考慮

し、紙資料（別添資料 11、12）を手渡すことも可能とした。 

５．結果 



 乳がん検診・子宮がん検診受診者数はそれぞれほぼ例年通りの推移を示している（図

１、２）。共に隔年検診であり隔年受診者（2020、2022、2024 年度）の推移をみてもほ

ぼ変動はない（図３、４）。 

チラシ配布の短期的評価として子宮頸がん検診受診者数に影響を及ぼすかに着目し 8 月

から 11 月までの期間で調べた。つまり乳がん検診受診者に対するチラシ配布が 40 代以上

の子宮頸がん検診受診者数の増減に影響を及ぼしたか否かをという点である。40 歳前後で

の比率を見ると 40 歳未満の受診者の比率が明らかに増加していることが分かった（図

５）。つまり子宮頸がん検診受診者の増加は 40 歳未満の層の増加によるものであり、本

研究でのチラシ配布の直接的効果とは言えないと考えられる。 

 ホームページやインスタグラムの接続回数、ブレスト・アウェアネス解説動画の再生件

数（図６）から、チラシ配布数から類推するとおよそ 10％前後の人達が二次元バーコード

から閲覧したと考えられる。ブレスト・アウェアネス解説動画は概要を既にチラシや、紙

媒体資料に記載しており、再生件数が低かったのではないかと思われた。 

 検診担当施設のアンケート調査では 31 施設（66.0%）から回答があり、今回のチラシ配

布は、検診担当者にはあまり大きな負担にならず、内容はほぼ理解できており効果もある

との印象をもったとの回答が多かった。チラシの評価も良好であった。紙ベースの資料を

求める人の割合は施設によってばらつきが大きかった。 

６．考察 



今回は異なる診療科の異なるがん検診を相互に啓発するという初めての試みで、体制の

構築、さまざまな種類の啓発コンテンツを作成する作業が中心であった。そのため受診者

側からの意見を集約しておらず、研究成果の評価という面では今後の受診者数の推移や次

年度以降で計画する予定の受診者調査の結果を待たざるを得ない。また、共に隔年検診で

あって、2026 年度の受診者調査が待たれる。 

 今回のホームページやインスタグラムのアクセス数を見ると、10％前後の受診者が二次

元バーコードを介してアクセスしたものと考えれらる。また、受診者へ検診実施機関を

Google マップ上で表現したことは、より分かりやすく伝えるための手段の一つとして好評

であった。 

 2023 年度のマンモグラフィ乳腺濃度通知を契機とした市民検診受診者へのブレスト・ア

ウェアネス啓発においては、市民検診受診者の 88％が乳腺濃度通知を希望し、そのうちの

44％の人達が解説動画にアクセスし、ハガキアンケートに回答していただいた１、２）。今回

の研究と比較すると二次元バーコードからのアクセス件数が明らかに異なる。チラシから

の一般的知識を伝えることと、個々人に個別の情報を伝えることとの違いと言える。 

 今回のような一般的知識を提供する場合は、提供する側の負担は少ない利点はあるが、

受診者に知識を深く理解してもらうにはより長期にわたる活動が必要なのかも知れない。 

 今回の乳がん検診受診者と子宮がん検診受診にそれぞれの啓発を行うことの効果の検証

には、今後の受診者数の推移など比較的長期にわたる検討が必要だと思われた。 



がん検診の以前から指摘されている大きな課題はがん検診の未受診者や熱心ではない人

達の掘り起こしをどうするかという点である。今回のような複数のがん検診担当者相互の

啓発を進めていくと方法と共に、がん検診に携わっていない施設からの啓発などの拡がり

をもった展開が必要ではないかと思われる。 

なお、今回作成したチラシ、紙資料の評価は良好で、研究期間終了後も広く会員施設で

利用してもらう予定である。また、ホームページ公開も引き続き継続し、詳細情報の提供

元として更新を継続する予定である。 

７．結語 

 大宮医師会として初めてとなる乳がん検診委員会と子宮がん検診委員会協働で相互に啓

発活動を行った。直近での受診者数増加の効果は確認できないものの、啓発に資するコン

テンツを複数作成することができ、今後の展開の基盤になりうると思われた。 
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（図１）月別乳がん検診受診者数（2021~2024 年度） 

 

（図２）月別子宮頸がん検診受診者数（2021~2024 年度） 
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（図３）乳がん検診隔年での受診者数推移（2020、2022、2024 年度） 

 

（図４）子宮頚がん検診隔年での受診者推移（2020、2022、2024年度） 
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（図５）8 月から 11月の子宮頚がん受診者の年代分布（p<0.001） 

 

 

（図６）各コンテンツのアクセス、再生件数 
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（別添資料１）乳がん・子宮がん検診施設の先生方へご協力のお願い 

令和 6 年６月 

乳がん・子宮がん検診施設の先生方へご協力のお願い（第１報） 

令和 6 年度さいたま市地域医療研究費補助事業 

研究代表者：甲斐敏弘 

共同研究者：菅又徳孝、林正敏、柴田裕史、上森照代、 

齊藤毅、宇井万津男、尾本きよか、安部まさき 

平素よりさいたま市乳がん検診事業、子宮がん検診事業にご協力をいただきありがとう

ございます。今回、乳がん検診委員会、子宮がん検診委員会協働で「さいたま市地域医療

研究費補助事業」として下記の事業を行うこととなりました。乳がん・子宮がん検診担当

施設の先生方におかれましては、すこしご負担をおかけすることになりますが、是非ご協

力いただけますようお願い申し上げます。 

【研究題目】＜中略＞ 

【概要】乳がん検診委員会と子宮がん検診委員会はともに女性を対象とした検診を行っ

ており、適切にがん検診啓発をしていくことを求められています。その啓発の効果を上げ

るために、乳がん検診受診者には子宮がん検診を、子宮がん検診受診者には乳がん検診を

相互に啓発活動をすることを考えております。＜中略＞ 

【各がん検診施設の先生方に具体的なお願い】 

１．問診、検査等の実施は通常通りで変更はありません。 



２．結果説明時に受診者に「チラシ」をお渡しください。 

３．「チラシ」は両面印刷のもので、以下の項目の説明を含みます。 

 ①乳がん検診、②ブレスト・アウェアネス、③子宮がん検診、 

④子宮頸がんワクチンの説明、⑤女性のヘルスチェックの説明 

４．それぞれ受けていない検診を受診者にお勧めしていただきたいのです。 

乳がん検診受診者に、②、③、④、⑤を 

子宮がん検診受診者に、①、②、④、⑤ 

 チラシには「ホームページ」へのリンクの QR コードを記載しており、より詳しい説

明を受けられるようにしております。 

5．受診者への説明は簡単で構いません。 

受診者から問い合わせについては、ホームページに詳細があることを説明してくださ

い。なお、高齢の方などで紙類での説明をご要望の方には、プリントをお渡しできる

ようにしますが、なるべくホームページへのアクセスをお勧めしてください。 

６．ホームページには以下の内容を盛り込んでいます。 

  ・それぞれの検診の意義、Q&A 

  ・検診担当施設の検診内容、アクセスマップ等 

なお、Web 説明会を６月 26 日（水）19 時 30 分から行う予定です。 

【問い合わせ先】 

  大宮医師会検診業務課（TEL：048-665-6539） 担当：白石、船山、坂上 



  甲斐敏弘 toshikai@nyc.odn.ne.jp 

           ご協力のほど、お願い申し上げます。 

（別添資料２） 両面チラシ＜乳がん検診面＞ 

 
  



（別添資料３）両面チラシ＜子宮頸がん検診面＞ 

 
  



（別添資料４）乳がん関連の HP（一部抜粋）トップページ 

 https://sites.google.com/view/omiya-breast-screening/ 

 
 

 



（別添資料５）乳がん関連の HP（一部抜粋） 乳がん検診 Q&A のページ

 

（別添資料６）乳がん関連の HP（一部抜粋）資料のページ 

 



（別添資料７）子宮がん検診関連のページ（一部抜粋） 

 https://sites.google.com/view/omiya-cervicalcancer-screening/ 

 
 

 
 

 



（別添資料８）HPV ワクチン関連ページ 

 
 

 

（別添資料９）女性のヘルスチェック関連ページ 

 

 
 



（添付資料 10） インスタグラム（一部抜粋） 

 
 

（別添資料 11）乳がん検診関連紙資料 

 
 
 
 



（別添資料 12）子宮がん検診関連 紙資料 

 


